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第12講　主効果と交互作用効果

田中重人 (東北大学文学部准教授)

[テーマ] 固定因子 2つ以上をふくむ一般線型モデル

1 前回課題について

1.1 「分散分析表」と「被験者間効果の検定」の表の「平方和」の欄の比較

(a) 「グループ間」＝「修正モデル」

(b) 「グループ内」＝「誤差」

(c) 「合計」＝「修正総和」＝ 分散× ( 人数 － 1 )

(d) R2乗 ＝ イータの 2乗 ＝「決定係数」 ＝ 修正モデル/修正総和 = a/c

(e) R = η

1.2 推定周辺平均の考え方：

• 一般線型モデルの「パラメータ推定値」を使って方程式をつくる
• これに各変数の値を適当に代入すると、その値の組み合わせを持つ人についての「予測値」がえら
れる

• これを使って、固定因子の各カテゴリに該当する人の予測値を求めたのが「推定周辺平均」である
• 共変量についてはその変数の平均値が代入される
• (注目しているもの以外の) 固定因子については、基準カテゴリが代入される

ペアごとの比較 (多重比較) は、カテゴリーごとの人数の影響を大きく受ける (人数の多いカテゴリー

間での比較は有意になりやすい)。

2 主効果と交互作用効果

「固定因子」に複数の変数を指定した場合、それらのカテゴリのすべての組み合わせごとに効果が計

算される。この効果を「相互作用効果」または「交互作用効果」(interaction effect) という。交互作用効

果は、カテゴリーを表す変数同士の積であらわされる。

→ パラメタ推定値と推定周辺平均を見て、どのように計算されているかを理解してみよう



カテゴリ組合せを考慮しない、カテゴリによる従属変数への影響を「主効果」(main effect) という。

通常の一般線形モデルでは、まず主効果を計算し、それで説明できない「残差」を交互作用効果として

取り出す。

「モデル」で、各独立変数とそれらの交互作用効果のどれを使用するかを選ぶことができる。「主効

果」だけのモデルや、逆に交互作用効果だけのモデルなども指定することができる。

※ 交互作用効果をふくむモデルで、主効果も交互作用効果も有意にならない場合は、交互作用効果

をふくまないモデルも計算してみること。

3 課題

教科書 pp. 213–222 を読み、次の設問に答えよ：

(1) 「主効果」「交互作用効果」とはそれぞれどのようなものか。簡単にまとめよ。

(2) 例題 (p. 217) について、SPSSデータセットをつくって一般線型モデルで分析し、表 8-12や図 8-2

とおなじ結果になることを確かめよ
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